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① 存在を認識するフェーズ： 世界が目指す SDGs という目標が存在することを認識する段階。
この段階では、SDGs に関する情報を得ることが具体的な活動となる。 




















































































































































図 1 プロセス分解図 図 2 プロセス分解図（完成図） 
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 本実践は、2018 年 1 月 30 日に東京都中央区の「協働ステーション中央」で開催された「NPO






















 「戌年自己紹介」は、2018 年の 12 年前である 2006 年時点で自身がなにをしていたのか、
現在（2018 年）なにをしているのかについて、チームメンバー同士で共有する自己紹介である。
2030 年が 2018 年の 12 年後であることを生かして、次の戌年である 2030 年までの時間感覚
を体感することを目的としており、その後に続くワークへの練習を兼ねている。 
 「持続可能性マトリックス」の作成は、以下の手順でおこなう。 
① ： SDGs の簡単な説明 
② ： ワークの目的・方法及び成果物のイメージを提示 
③ ： お題の提示（提示するお題ごとに用いる付箋の色を指定する） 
④ ： 昔・現在・将来時点での「お題の達成状況」をメンバー各自が模造紙に付箋に 
添付 

















「持続可能性マトリックス」は、SDGs の 169 ターゲットから作成した「お題」について、
過去・現在・未来においてどの程度達成できているかを想定し、各メンバーが同一の模造紙上























  2005 年より国連 DESD 持続可能な開発のための教育の 10 年(以下、ESD 持続可能な開発
図 3 「お題の達成状況」添付イメージ 図 4 「持続可能性マトリックス」完成イメージ 
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のための教育の 10 年を「DESD」と略する)と、第 1 次 ESD 国内実施計画(第 1 次)以前から
ESD を推進してきた ESDJ 持続可能な開発のための教育推進会議(元理事)として、国内での
ESD の推進・普及を行った4。また、DESD 期間中はESD ワークショップを多数企画実施し、 
SDGs 策定後はSDGs ワークショップを行っている。 
 
６－２．問題点 
















 SDGs ワークショッブ「SDGs を活用して市民、企業、自治体で地域課題の解決を目指す」
は、SDGs の基本から、自分事として考える手法や学生、市民、企業、行政、大学が協働して
SDGs に取り組むやり方などを学ぶために企画された。SDGs6と問題点7のレクチャー、企業や















写真 1  SDGs ワークショップの様子 写真 2  「持続可能な未来」と SDGs ワークショップ教材 
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  参加者に次の事前準備をお願いした。 
ア 頭の整理として以下についてワークシートに記入する 
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   ・SDGs のうち、気になるゴール、ターゲットは何か選ぶ 
   ・それが気になった理由を書き出す 
   ・SDGs に関わり、自ら、業務、個人／市民活動のなかでやってみたいものを書き出す 






















































８．事例６ 学生と共に学ぶSDGsワークショップ （村松陸雄） 
８－１．実践の概要 




























② 他のグループに別れて、モノクロアイコンから連想するキーワードを抽出（1 回目） 
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写真 5 ワークショップ当日の写真（聖心女子大学 ４号館 アクティビティスペース） 
図 6  ワークショップのミッション例 
アイコンから抽出された連想キーワードにもとづき、赤字 
部分を完成させる形で目指すべき状態を文章で表現する 
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項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 
 













































⑥ 本セッションの振り返り             
 




























             
項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 全国地域づくり人財塾※・東日本支部  高橋朝美 
※総務省の自治体職員向け人材育成事業 
② 参加者・人数 人財塾 OB／OG の自治体職員 2８名 
（SDGs に対する理解の深化） 
③ 自分事化のフェーズ 自身のこれまでの取組がいくつかのゴール、ターゲットの達成に貢献しているこ





日時：2018 年 7 月 25 日（水） 13：15～16：50 












②これまでの取組を SDGs で振り返る 
・自分の取組が何らかのゴールにつながっていることを理解する 



































ワーク① SDGs の本質を理解する 
◆出てきたアイディアが、他セクター・他分野との協働が前提となっているか 
◆地域および現場の課題が明確になっているか 
ワーク② これまでの取組を SDGs で振り返る 
◆当てはめたゴールのターゲットまで意味づけができているか 





 WS テーマ 
これまでの取組と SDGs の関連を理解し、達成に貢献できるターゲットを明確に
するワークショップ 
             
項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 全国地域づくり人財塾※・東日本支部  高橋朝美 
※総務省の自治体職員向け人材育成事業 
② 参加者・人数 人財塾 OB／OG の自治体職員 2８名 
（SDGs に対する理解の深化） 
③ 自分事化のフェーズ 自身のこれまでの取組がいくつかのゴール、ターゲットの達成に貢献しているこ
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・自分の取組が何らかのゴールにつながっていることを理解する 



































ワーク① SDGs の本質を理解する 
◆出てきたアイディアが、他セクター・他分野との協働が前提となっているか 
◆地域および現場の課題が明確になっているか 
ワーク② これまでの取組を SDGs で振り返る 
◆当てはめたゴールのターゲットまで意味づけができているか 








わたしたちにとっての SDGs を考えよう 
NPO x 企業 x 地域で解決する 17 の課題 -SDGs でつながろう- 
 
             































































WS テーマ SDGs を活用して市民、企業、自治体で地域課題の解決を目指す 
              
項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 サステナブルフューチャー 
一般社団法人 地域連携プラットフォーム 代表理事 長岡素彦 
② 参加者・人数 市民、企業、自治体、小中高教員、大学教員、学生 30 名 








SDGs 理解とステークホルダーとの 関わり方を捉え直す 
SDGs の基本から、SDGs を自分事として考える手法や学生、市民、企業、行







(WS0)趣旨説明 と WS「SD を理解する」及びファシリテーター 
一般社団法人 地域連携プラットフォーム 代表理事 長岡素彦 
レクチャー「SDGs に取り組むとは」 神田外語大学 石井雅章准教授 
参加者の SDGs アクションや取り組み、これからの構想の紹介  
株式会社東急総合研究所、城西大学勝浦ゼミ、NPO 法人 COM 
(WS1)SDGs を理解するワークショップ     
・SDGs と向き合う 
(WS2)SDGs に取組むためのワークショップ   

























  ◆評価方法 
   主催 WS    各グループの発表・成果資料を分析 
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項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 サステナブルフューチャー 
一般社団法人 地域連携プラットフォーム 代表理事 長岡素彦 
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レクチャー「SDGs に取り組むとは」 神田外語大学 石井雅章准教授 
参加者の SDGs アクションや取り組み、これからの構想の紹介  
株式会社東急総合研究所、城西大学勝浦ゼミ、NPO 法人 COM 
(WS1)SDGs を理解するワークショップ     
・SDGs と向き合う 
(WS2)SDGs に取組むためのワークショップ   

























  ◆評価方法 
   主催 WS    各グループの発表・成果資料を分析 
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WS テーマ 環境再生保全機構若手職員 SDGｓワークショップ（環境報告書特集企画） 
             
項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 （独）環境再生保全機構（機構）    ファシリテーター：滝口直樹 





④ 実施場所・日時・時間 2018 年 8 月 9 日（木）15：00-17：00 


















にかかわる SDGｓの目標、③2030 年に目指す状況、④取り組みの戦略・協力相手 
・ワークショップ当日 
  機構研修担当者からの 2030 年をめぐる将来予測、ファシリテーターから機
構の役割について、それぞれ追加情報提供。 
情報提供も踏まえ、ワークシートを修正。 
  4 グループに分かれ、お互いにワークシートの内容を説明、質疑・意見だし。 
参加者すべてから、ワークシートを発表。質疑。 
（なお、このワークショップは機構の環境報告書の特集企画である。ワークショッ
プの概要と、参加者から 3 名を対象ととしたインタビューが記事になっている） 











WS テーマ 学生と共に学ぶ SDGs ワークショップ 
             
項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 
未来の学びと持続可能な開発・発展研究会（みがく SD 研） 















聖心女子大学 ４号館 アクティビティスペース 
日時：2018 年 9 月 16 日（日） 1０：００～1１：３０ 
⑤ 目的・趣旨 
（期待目標：何を期待するのか） 

























⑨  準備物 
（教材やワークシート） 
・チーム名用紙（A〜H） 
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WS テーマ 学生と共に学ぶ SDGs ワークショップ 
             
項 目 記 入 欄 
① 実施団体・担当者 
未来の学びと持続可能な開発・発展研究会（みがく SD 研） 
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